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「量的・質的金融緩和」

図表１

量的 質的金融緩和」

強く明確なコミットメント強く明確なコミットメント

・ ２％の物価安定目標を、２年程度の期間で実現

量・質ともに次元の違う金融緩和量・質ともに次元の違う金融緩和

・ マネタリーベース：年間約60～70兆円の増加（２年間で２倍）マネタリ ベ ス：年間約60～70兆円の増加（２年間で２倍）

・ 長期国債の保有残高：年間約50兆円の増加（２年間で２倍以上）

・ 長期国債買入れの平均残存期間：７年程度へ（２倍以上）

ＥＴＦの保有残高 年間約１兆円の増加（２年間で２倍以上）・ ＥＴＦの保有残高：年間約１兆円の増加（２年間で２倍以上）
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マネタリーベースと長期国債保有残高の推移
図表２
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「量的・質的金融緩和」導入後３か月の成果

図表３

量的 質的金融緩和」導入後３か月の成果

３つの好転

 金融の好転

 期待の好転期待の好転

経済 物価 好転 経済・物価の好転
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株価
図表４

150

160

日経平均

（13年初＝100）

140

150 日経平均

NYダウ

EuroSTOXX

120

130

110

120

90

100

80

90

12/7 12/10 13/1 13/4 13/7月

4（資料）Bloomberg

12/7 12/10 13/1 13/4 13/7月

長期金利
図表５
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為替相場
図表６
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銀行貸出
図表７

6
（前年比、％）

2

4

0

2

-2

-6

-4

-8

6

00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13年

7

（注）銀行貸出は、都銀等、地方銀行、地方銀行Ⅱの合計。
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消費者マインド
図表８
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（注）1.消費者態度指数（季節調整値）は、「暮らし向き」、「収入の増え方」、「雇用環境」、
「耐久消費財の買い時判断」の４項目の消費者意識指標（季節調整値）を単純平均して算出。
2. 2004月3月までは四半期調査。

年

短観・業況判断ＤＩ
図表９
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短観・販売価格判断ＤＩ
図表10
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家計の物価予想
図表11

１年後の物価に対する見方
（生活意識に関するアンケート調査）
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（注）１年後の物価は、消費税率引上げの影響を除くベース。
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市場の予想物価上昇率
図表12
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（注）ＢＥＩ＝固定利付国債利回り－物価連動国債利回り。各時点で残存期間の最も長い物価連動国債の
利回りを使って算出（足もとでは、５年物が最長）。
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個人消費
図表13
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設備投資
図表14
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消費者物価
図表15
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2013～2015年度の政策委員見通しの中央値
（2013年7月中間評価）

図表16
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（注）消費者物価指数（除く生鮮食品）は、消費税率引き上げの影響を除く。

（資料）日本銀行

経済・物価見通し実現の３つのポイント

図表17

経済 物価見通し実現の３つのポイント

 企業・家計の支出の持続性

 予想物価上昇率の上昇 予想物価上昇率の上昇

 海外経済の動向
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長期金利の変動要因

図表18

低＜低下要因＞ 日銀買入れ

（名目） ＝ 予想短期金利 プレミアム＋
（名目）
長期金利

＝ 予想短期金利 プレミアム＋

＜上昇要因＞ 景気 物価見通し改善
• 米国金利上昇＜上昇要因＞ 景気･物価見通し改善
米国金利上昇

• ﾎﾞﾗﾃｨﾘﾃｨの上昇
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物価と賃金
図表19
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（注）1. 見通しは、日本銀行政策委員の見通しの中央値。
（注）2. 消費者物価指数の前年比は、消費税調整済み。
（注）3. 時間当たり賃金の1990年度までは事業所規模30人以上の計数。

19（資料）総務省、厚生労働省、日本銀行


